
日時　2016 年 3月 12日（土）、13日（日）

会場　武蔵野美術大学　鷹の台キャンパス

「
多
文
化
共
生
」
と
向
き
あ
う

言
語
文
化
教
育
研
究
学
会
　
第
　
回
年
次
大
会

2
予 

稿 

集



■  アクセス方法

武蔵野美術大学鷹の台キャンパス
〒187-8505　東京都小平市小川町 1-736

a. 西武国分寺線「鷹の台」駅下車　徒歩 18分
JR中央線から
「国分寺」駅乗換、「東村山」行（2駅目）
西武新宿線から
「東村山」駅乗換、「国分寺」行（2駅目）

b. 西武バス「武蔵野美術大学」停留所　下車すぐ
JR中央線
「国分寺」駅北口徒歩 3分、
「国分寺駅北入口」停留所より（上 b図参照）
「武蔵野美術大学」行　または
「小平営業所」行に乗車（バス所要時間：約 20分）

■  西武バス発車時刻予定表

国分寺駅北入口

９
10
11
12
13
14
15
16
17 
18
19
20

21

8 24　41 　54

09　33　48

04　24 　38  

03　23 　33　48

00　14 　29　49

04　18 　29　43　55 

09　29 　49 

10　29

01　23 　43   

01　28　44 

03　24 　59

19　44

18　40

13　35 

7 25　58 

武蔵野美術大学

10　25 　50 

05　20 　35

00　15 　30　55  

20　35 　50

05　15 　31　45 

00　15 　35  

00　20 　40 

00　20 　33　55 

10　35 　55 

10　32 　54 

10　30 　50 

21　35 　45 

01　15　43　51 

05　43

30　56   

Ⅰ

行
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■  会場案内

①　学内マップ

発
表
会
場

発
表
会
場

懇
親
会
会
場

1
号
館
　
  発
表
会
場

2
号
館
　
  発
表
会
場

12
号
館
　
懇
親
会
会
場
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②　会場マップ

1号館

104　開会式、総会
           シンポジウム①
           フォーラム③
           シンポジウム②
           閉会式

205　ポスター（第 2会場）
204　受付、クローク
           弁当販売、
           談話コーナー、書籍販売
203　大会実行委員控え室

206　口頭発表（第 2会場）
207　口頭発表（第 3会場）

202　ポスター（第 1会場）
            フォーラム①
            フォーラム④
201　口頭発表（第 1会場）
　　   フォーラム②

2 号館
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■  大会参加者へのご案内

◇受付
2号館 2階 204 教室が受付となります。
大会第 1日目は、9時より、第 2日目は、9時半より受付を開始します。
会場内では、受付時にお渡しするネームプレートを必ずお付けください。

◇参加費用
会員：1000 円　一般：2000 円

◇談話室・クローク
2号館 2階 204 教室が談話室・クロークとなります。なお、貴重品は、
預かりかねますので、ご了承ください。

◇総会
第1日目の12時 20分から1号館1階 104教室にて開催いたします。
総会は、昼食を食べながら行いますので、昼食をご持参ください。

◇昼食
大学近隣には、レストラン、コンビニの数が限られています。
お弁当をご持参することを推奨します。
また、事前申込により、弁当販売も行います。申し込み方法は、別途
学会ホームページに掲載します。（http://alce.jp/annual/index.html）

◇懇親会
第 1日目の 18 時 30 分より、12 号館 8階談話室MAUにて開催いたします。

◇書店の展示
2号館 2階 204 教室にて、書店の展示を行います。
どうぞご利用ください。
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■プログラム
1
日
目
：
20
16
年
3
月
12
日
（
土
）

受
付
開
始

開
会
式
（
1－
10
4）

口
頭
発
表

ポ
ス
タ
ー
発
表

第
１
会
場

（
2－
20
1）

第
２
会
場

（
2－
20
6）

第
３
会
場

（
2－
20
7）

（
2－
20
2，
2－
20
5）

＊「
◆
ポ
ス
タ
ー
会
場
」
を
参
照
。

①
教
師
の
発
問
に
対
処
す
る
学
習

者
間
の
私
的
相
互
行
為
―
初
級
日

本
語
の
一
斉
授
業
に
お
け
る
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
ー
―
（
佐
野
真
弓
：

関
西
学
院
大
学
）

④
短
期
海
外
研
修
に
よ
る
学
生
の

意
識
の
変
化
：
試
行
的
ナ
ラ
テ
ィ

ブ
分
析（
鈴
木
栄
：
湘
南
工
科
大
学
）

⑦
行
き
場
の
な
い
欲
望
：
あ
る
日

本
人
（
非
）
英
語
学
習
者
の
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と（
吉

田
孝
子
：
横
浜
商
科
大
学
）

⑩
言
語
文
化
圏
を
移
動
し
た
親
の

当
該
社
会
で
の
位
置
取
り
か
ら
言

語
教
育
観
を
探
る
―
カ
ナ
ダ
永
住

を
選
択
し
た
日
本
語
使
用
家
庭
に

焦
点
を
当
て
て
―
（
秋
山
幸
：
早

稲
田
大
学
）

②
親
密
関
係
構
築
を
巡
る
身
体
感

覚
の
感
染
：
ジ
ュ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ

イ
ユ
の
「
神
」
の
概
念
に
注
目
し

て
（
山
田
英
太
：
早
稲
田
大
学
）

⑤
情
報
を
意
味
づ
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
―
活
動
型
教
育

の
成
立
条
件
を
考
え
る
―
（
李
暁

燕
：
九
州
大
学
）

⑧
14
歳
の
頃
出
会
っ
た
日
本
語
と

私
―
10
年
後
の
語
り
か
ら
―
（
工

藤
理
恵
：
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
大

学
連
合
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
）

⑪「
多
文
化
共
生
」
と
真
に
向
き
合

う
た
め
の
「
リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」

の
発
想
（
松
本
裕
典
：
静
岡
日
本

語
教
育
セ
ン
タ
ー
）

③
Li
fe
（
生
・
生
活
・
人
生
）
と

の
出
会
い
が
も
た
ら
す
も
の
―
日

本
語
教
育
実
践
「
日
本
で
の
出
会

い
を
語
る
・
書
く
」
に
お
け
る
試

み
か
ら
―
（
古
賀
和
恵
：
早
稲
田

大
学
）

⑥「
か
ら
だ
か
ら
う
ま
れ
く
る
こ
と

ば
」
を
問
う
―
即
興
劇
の
俳
優
た

ち
と
の
協
働
を
通
し
て
―
（
宮
岡

余
里
子
：
Cr
ea
tiv
e 
Ed
uc
at
io
n

⑨「
多
文
化
共
生
社
会
」
を
生
き
に

く
く
し
て
い
る
も
の
は
何
か
―
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
「
ア
ク
セ
ス
」

と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
―
（
平

澤
栄
子
：
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ス
ク
ー
ル
 オ
ブ
 ビ
ジ
ネ
ス
）

⑫
高
等
学
校
に
お
け
る
韓
国
語
教

育
を
支
え
る
基
盤
に
つ
い
て
―
教

師
の
語
り
か
ら
の
考
察
―
（
澤
邊

裕
子
：
宮
城
学
院
女
子
大
学
）

9：
00

9：
30
－
9：
50

10
：
00
－
10
：
30

10
：
35
－
11
：
05

11
：
10
－
11
：
40

11
：
45
－
12
：
15

10
：
00
－
12
：
00
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総
会
（
1－
10
4）

口
頭
発
表

フ
ォ
ー
ラ
ム
①

第
１
会
場

（
2－
20
1）

第
２
会
場

（
2－
20
6）

（
2－
20
2）

⑬
国
語
科
教
材
と
集
合
的
記
憶
―

『
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
』
は
な
ぜ
“
名

作
”た
り
え
た
の
か
―（
横
田
和
子
：

目
白
大
学
）

⑮
統
合
情
報
理
論
か
ら
の
意
味
論

構
築
の
試
み
―
こ
と
ば
と
言
語
教

育
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
―
（
柳

瀬
陽
介
：
広
島
大
学
）

⑰
市
民
性
形
成
と
こ
と
ば
の
教
育

に
関
す
る
理
論
的
枠
組
み
（
細
川

英
雄
：
言
語
文
化
教
育
研
究
所
八
ヶ

岳
ア
カ
デ
メ
イ
ア
）

⑭「
複
言
語
・
複
文
化
主
義
」の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
こ
え
た
可
能
性
―
そ
の

解
釈
の
変
遷
―
（
山
川
智
子
：
文

教
大
学
）

⑯
日
本
語
教
師
が
学
生
と
の
語
り

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
―
韓
国
人

留
学
生
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
か

ら
―
（
重
信
三
和
子
：
東
京
国
際

大
学
）

⑱
福
岡
県
の
日
本
語
学
校
に
通
う

ネ
パ
ー
ル
人
学
生
の
ラ
イ
フ
ス

ト
ー
リ
ー
研
究
―
「
貴
重
な
戦
力
」

と
し
て
働
く
ネ
パ
ー
ル
人
学
生
の

ア
ル
バ
イ
ト
生
活
と
は
―
（
岩
切

朋
彦
：
西
南
学
院
大
学
）

「
多
文
化
共
生
」
に
対
す
る
私
の
と
り
く
み
―
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
，
ア
プ
ロ
ー
チ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
語
る
「
多
文
化
共
生
」
の
未
来

パ
ネ
リ
ス
ト
　
杉
山
春
：
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
，
田
室
寿
見
子
：
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
Si
n 
Ti
tu
lo
代
表
，

   
   
   
   
   
   
藤
田
ラ
ウ
ン
ド
幸
世
：
立
教
大
学

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会
　
神
吉
宇
一
：
長
崎
外
国
語
大
学

13
：
20
－
15
：
20

共
に
生
き
て
い
る
気
が
し
な
い「
多

文
化
共
生
」
の
ゆ
く
え
―
多
様
性

を
自
分
ゴ
ト
と
し
て
「
語
る
」・「
聴

く
」・「
共
有
す
る
」
―
（
佐
藤
貴
仁
：

早
稲
田
大
学
，
え
ん
ど
う
ゆ
う
こ
：

早
稲
田
大
学
，
鄭
京
姫
：
早
稲
田

大
学
，
福
村
真
紀
子
：「
に
ほ
ん
ご

あ
い
あ
い
」
主
宰
，
松
尾
慎
：
東

京
女
子
大
学
，ロ
マ
ン
・
パ
シ
ュ
カ
：

神
田
外
語
大
学
）

12
：
20
－
13
：
00

13
：
20
－
13
：
50

13
：
55
－
14
：
25

14
：
30
－
15
：
00

15
：
30
－
18
：
00

18
：
30

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①（
1－
10
4）

懇
親
会
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２
日
目
：
20
16
年
3
月
13
日
（
日
）

受
付
開
始

第
１
会
場

（
2－
20
1）

第
２
会
場

（
1－
10
4）

第
３
会
場

（
2－
20
2）

多
文
化
共
生
社
会
の
た
め
の
言
語

教
育
に
お
け
る
芸
術
の
意
義
（
飛

田
勘
文
：
桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大

学
，
中
山
由
佳
：
早
稲
田
大
学
，

横
田
和
子
：
目
白
大
学
）

「
多
文
化
共
生
」
と
多
様
性
―
教
育
に
何
が
で
き
る
の
か

パ
ネ
リ
ス
ト
　
宇
都
宮
裕
章
：
静
岡
大
学
，
南
浦
涼
介
：
山
口
大
学
，
山
西
優
二
：
早
稲
田
大
学
，

   
   
   
   
   
   
ヤ
ン
・
ジ
ョ
ン
ヨ
ン
：
群
馬
県
立
女
子
大
学
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会
　
佐
藤
慎
司
：
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

委
員
企
画
：
多
文
化
共
生
社
会
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
あ
り
方

（
藤
井
美
香
・
野
俣
恭
子
：
公
益
財

団
法
人
横
浜
市
国
際
交
流
協
会
，

井
草
ま
さ
子
・
岸
野
千
花
子
・
武

一
美
：
NP
O 
法
人
多
文
化
共
生
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
）

言
語
教
育
の
「
商
品
化
」
と
「
消
費
」

を
考
え
る
－
20
16
年
7
月
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
へ
向
け
て
－（
瀬
尾
匡

輝
：
茨
城
大
学
，
佐
野
香
織
：
早

稲
田
大
学
，
瀬
尾
悠
希
子
：
大
阪

大
学
大
学
院
，
米
本
和
弘
：
東
京

医
科
歯
科
大
学
）

9：
30
　
 

10
：
00
－
12
：
00

フ
ォ
ー
ラ
ム
②

フ
ォ
ー
ラ
ム
③

フ
ォ
ー
ラ
ム
④

12
：
00
－
13
：
00

13
：
00
－
15
：
30

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②（
1－
10
4）

昼
休
み

15
：
30

閉
会
式
（
1－
10
4）
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◆
ポ
ス
タ
ー
会
場

1
日
目
：
20
16
年
3
月
12
日
（
土
）

ポ
ス
タ
ー
発
表

第
１
会
場

（
2－
20
2）

第
２
会
場

（
2－
20
5）

①
第
二
言
語
使
用
者
の
使
用
言
語
に
よ
る
心
持
ち
の
変
容
と
教
育
現
場
に

お
け
る
そ
の
活
用
の
可
能
性
（
東
本
裕
子
：
横
浜
商
科
大
学
）

⑦
日
本
語
学
習
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
考

え
る
自
分
の
将
来
（
柴
田
智
子
：
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
）

②
日
本
語
学
習
の
よ
い
締
め
く
く
り
方
を
考
え
る
－
卒
業
を
間
近
に
控
え

た
日
本
語
専
攻
フ
ラ
ン
ス
人
大
学
生
の
作
文
を
基
に
（
原
伸
太
郎
：
東
京

福
祉
大
学
）

⑧
日
本
語
交
流
会
運
営
の
目
的
と
あ
る
が
ま
ま
の
場
―
交
流
会
運
営
者
が

向
き
合
う
も
の
を
探
る
―
（
式
部
絢
子
：
北
海
道
大
学
）

③
多
文
化
共
生
社
会
に
お
け
る
「
当
事
者
視
点
の
支
援
」
の
再
考
―
「
在

日
外
国
人
家
庭
に
お
け
る
未
就
学
児
多
言
語
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の

ふ
り
か
え
り
よ
り
―
（
徳
永
あ
か
ね
：
神
田
外
語
大
学
，
吉
田
千
春
：
明

治
大
学
大
学
院
，
ゴ
ロ
ウ
ィ
ナ
・
ク
セ
ー
ニ
ヤ
：
東
京
大
学
，
菊
地
真
弓
：

イ
ク
リ
ス
い
ち
か
わ
，
安
藤
陽
子
：
多
文
化
共
生
子
育
て
情
報
局
（
イ
ク

リ
ス
））

⑨
教
員
養
成
大
学
に
お
け
る
国
内
学
生
と
留
学
生
共
修
に
よ
る
言
語
文
化

教
育
の
実
践
（
和
泉
元
千
春
：
奈
良
教
育
大
学
，
岩
坂
泰
子
：
奈
良
教
育

大
学
）

④
あ
る
補
習
校
教
員
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
見
た
実
践
の
構
築
と
変

容
（
瀬
尾
悠
希
子
：
大
阪
大
学
大
学
院
）

⑩「
相
互
理
解
」
を
目
指
し
た
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
成
果
と
課

題
―
質
問
紙
調
査
の
結
果
か
ら
見
る
受
講
者
意
識
の
変
化
か
ら
―
（
犬
飼

康
弘
：
ひ
ろ
し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
）

⑤
多
文
化
共
生
を
目
指
す
地
域
日
本
語
教
室
―
共
感
を
生
み
出
す
場
の
デ

ザ
イ
ン
（
西
山
陽
子
：
横
浜
国
立
大
学
，
長
嶺
倫
子
：
横
浜
国
立
大
学
）

⑪「
共
に
生
き
る
」「
日
本
語
教
育
」
は
誰
の
た
め
の
も
の
か
―
元
日
本
語

教
師
の
海
外
で
の
実
践
か
ら
―
（
高
井
か
お
り
：
明
星
大
学
）

⑥
大
学
教
員
が
留
学
生
へ
の
教
育
実
践
を
語
る
中
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

（
松
本
明
香
：
東
京
立
正
短
期
大
学
，
小
笠
恵
美
子
：
東
海
大
学
）

⑫
オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
語
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
媒
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Q&A 
 
 

Q. トイレ、自動販売機、喫煙所はどこですか？ 
A. トイレは 1号館 1階、2号館 2階、のどちらにもございます。 

自動販売機は 2号館 1階そばにあります。喫煙所は 2号館 1階にあります。 

Q. 学内のコンビニ、食堂の場所と、営業時間を教えてください。 
A. 本日の営業はございません。出前ピザなどはございます。 

 
Q. 発表会場はどこですか？ 
A. 以下の通りです。 
 

用途 建物 教室 

発表会場 

口頭発表（第 1会場） 2号館 2F 201 
口頭発表（第 2会場） 2号館 2F 206 
口頭発表（第 3会場） 2号館 2F 207 
ポスター（第 1会場） 2号館 2F 202 
ポスター（第 2会場） 2号館 2F 205 
フォーラム①④ 2号館 2F 202 
フォーラム② 2号館 2F 201 
フォーラム③ 1号館 1F 104 

シンポジウム①② 1号館 1F 104 
開閉会式・総会 1号館 1F 104 

受付 2号館 2F 204 
懇親会 12号館 8F 教職員談話室

MAU 
 
 
Q. 懇親会会場はどこですか？ 
A. 12 号館 8 階教職員談話室 MAU になります。場所は p.Ⅱの「会場案内 ①学内マ

ップ」を参照。開始 15分前にスタッフがご案内いたします。 
 
Q. 参加者控室はありますか？ 
A. 2号館 204の「談話コーナー」に設置しております。場所は p.Ⅲの「会場案内 ②

会場マップ」を参照。 
 
Q. 理事・監事・シンポジウム登壇者ですが、控室はどこですか？ 
A. 2号館 203になります。（場所は p.Ⅲの「会場案内 ②会場マップ」を参照） 
 
Q. 事務局・大会ボランティアですが、昼食はどこですか？ 
A. 2号館 203です。（場所は p.Ⅲの「会場案内 ②会場マップ」を参照） 
 
Q. 大会委員ですが、大会委員の控室の場所はどこですか？ 
A.  2号館 203です。（場所は p.Ⅲの「会場案内 ②会場マップ」を参照） 
＊会場について、この他にご不明な点がありましたら、「受付」にてお伺いします。 
 

場 所 



 

Q. 書店展示はどこですか？ 
A. 2号館 204です。場所は p.Ⅲの「会場案内 ②会場マップ」を参照。 
 
Q. タクシー会社はどこですか、また、電話番号はありますか？   

A. 利用可能なタクシー会社は以下です。 

A 小平交通有限会社 042-341-3030 
B 株式会社グリーンキャブ国分寺営業所 042-323-1830 
C 龍生自動車株式会社 042-322-2667 

 
Q. Wi-Fiを利用したいのですが、利用可能スポットは？ また、パスワードはありま 

すか？ 
A．学内の Wi-Fi使用は大学関係者に限られるため、使用できません。 
 
 
 
 

 

Q. 受付開始は何時ですか？ 
A. 9:00からです（2号館 2F204）。開会は 9:30です。 

Q. 口頭発表・フォーラムの機器動作確認は何時ですか？ 
A. 午前のご発表者は 9:00 から 9:30 まで、午後のご発表者は 12:30-13:00 の間に対応

いたします。その間にご持参のパソコンで実施してください（会場にパソコンの

ご用意はございません）。 
 
Q. ポスターは何時に貼り出しできますか？ 
A. 9:00 から 9:30 までの間に対応いたします。その間にポスターを所定の場所に張り

出してください。 
 
 
 
 

 
Q. 学会費の支払い状況を確認したいのですが、どこで確認できますか？ 
A. 受付の学会窓口で確認できます。 
 
Q．予稿集のみ購入することはできますか？ 
A．予稿集は HPで無料公開されております。http://alce.jp/annual/index.html 
 
Q. 職場が変わり所属が変わりました。手続きはどうすれば良いですか？ 
A. 受付の学会窓口で対応いたします。 
 
Q．登録している所属や住所、メールアドレスを確認したいです。どこで確認すれば良

いですか？ 
A．受付の学会窓口で対応いたします。 
 

発 表 

学 会 関 係 



 

Q．会場での飲食は可能ですか？ 
A．可能です。ゴミは所定のゴミ箱に捨てるかお持ち帰りください。 
 
Q．参加費を支払ったかどうか忘れたので確認したいです。 
A．受付にて確認させていただきます。 
 
 
 
 

 

Q. 荷物を預かってもらえますか？ 
A. クロークでお預かりいたしますが、盗難などのトラブルへの対応はできかねます。

また、貴重品などはお預かりできません。 
 
Q. 年会費の支払いはできますか？ 
A. 受付の「学会窓口」でお支払いいただけます。 
 
Q. 論文集のバックナンバーは買えますか？ 
A. ホームページに全て無料公開されております。 
 
Q. 必要な資料のコピーをしたいのですが。 
A. 学会者の方にご利用いただけるコピー機はございません。 
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大修館書店 言語学関連書
ご注文は

▲

☎03-3868-2651（販売部）　http://www.taishukan.co.jp

◉A5判・322頁
定価＝本体2,800円＋税

相互文化的能力を
育む外国語教育

グローバル時代の市民性形成をめざして
外国語教育はスキルの伝授で終わってはならない。自らの価値観を問い直
し、他者と共存していく能力を育むものでなければならない。CEFRに代表さ
れるヨーロッパの言語教育政策を牽引してきたマイケル・バイラムの著書、待
望の初邦訳！ 細川英雄との対談つき。

【主要目次】コンテクストの中の外国語教育／外国語教育の目的／外国語学習は学校教育の中で
可能なのか／相互文化的話者／相互文化的能力と小学校における外国語学習／分析型研究と提
唱型研究／外国語教育におけるナショナリズムとインターナショナリズム／ヨーロッパにおける
言語学習／政治的行動としての外国語教育／言語教育、政治教育、相互文化的市民性／相互文化
的市民性を育てる教育／相互文化的市民性教育のための方針／相互文化的市民性教育のための
カリキュラム／相互文化的能力と相互文化的市民性のアセスメントと評価／【対談】言語教育と市
民性形成について（マイケル･バイラム×細川英雄）

マイケル・バイラム〈著〉 細川英雄〈監修〉
山田悦子、古村由美子〈訳〉異

な
る
文
化
の

相
手
と
共
に

　
　
生
き
る
た
め
に

やりとりの言語学
人と人との相互行為はそもそもどのように成り立っているのか。ラオスでの
フィールドワークの成果を生かしつつ、記号論の枠組みを活用し「関係性」
に焦点を当てることで、今日まで十分に接点が見出されていなかった記述言
語学、会話分析、民族学、言語人類学、社会言語学、認知科学など多くの学
問領域の統合をめざす野心的な試み。

Ｎ.Ｊ.エンフィールド〈著〉 井出祥子〈監修〉
横森大輔、梶丸 岳、木本幸憲、遠藤智子〈訳〉

人
間
社
会
の
単
位
は

果
た
し
て

　「
個
人
」な
の
か
？

◉A5判・402頁
定価＝本体3,800円＋税

関係性思考がつなぐ記号・認知・文化

【主要目次】関係性のありかた（関係性の具体例／コンテクスト／関係性思考／…）／社会性（人間の社会的知
性／社会的な動機付け／査定と管理のための道具／…）／エンクロニー（エンクロニーとその射程／意味理解のた
めの因果的枠組み／規範による組織化）／記号現象（記号過程の解剖／記号過程の柔軟性／…）／地位（地位は行
動を予測し説明する／権限と能力／地位としての関係性）／ムーブ（ムーブは複合的な記号である／複合体としての
発話は総体として解釈される／…）／認知（行動を読み取る／認知と言語／解釈ヒューリスティクスとしての心／…）
／行為（自然的行為と社会的行為／行為の展開／…）／行為主体性（柔軟性と説明責任／行為主体の統合という
ヒューリスティック／…）／非対称性（命題、および知識の相対性／認識的権威／実践における行為主体性の分散／
…）／文化（文化システム／社会関係におけるシステム的なコンテクストとしてのクリの家屋／コミュニケーションに
おける儀礼／…）／文法（システムとしての言語／連辞関係／諸言語の文法にみられる範列関係／…）／知識（共通
基盤／共通基盤の源／共通基盤によって促進される拡張的推論／…）







言語教育の再構築をめざす
ココ出版の書籍

株式会社ココ出版　〒 162-0828  東京都新宿区袋町 25-30-107
tel & fax 03-3269-5438   e-mail: info@cocopb.com   www.cocopb.com

▽日本語教育学研究 3

「ことばの市民」になる
言語文化教育学の思想と実践
細川英雄 著　3,600円＋税　ISBN 978-4-904595-27-5

▽日本語教育学研究 4

実践研究は何をめざすか
日本語教育における実践研究の意味と可能性
細川英雄・三代純平 編　3,600円＋税　ISBN 978-4-904595-49-7

異文化コミュニケーション能力を問う
超文化コミュニケーション力をめざして
佐藤慎司・熊谷由理 編　3,600円＋税　ISBN 978-4-904595-46-6

日本語教育のための質的研究 入門
学習・教師・教室をいかに描くか
舘岡洋子 編　2,400円＋税　ISBN 978-4-904595-68-8

▽日本語教育学研究 6

未来を創ることばの教育を
めざして
内容重視の批判的言語教育
（Critical Content-Based Instruction） の理論と実践
佐藤慎司・高見智子・神吉宇一・熊谷由理 編　3,600円＋税
ISBN 978-4-904595-69-5

学習者の学ぶ「内容」を基盤にした「内容
重視の言語教育」に着目し、そこに「クリ
ティカル」な理念を取り込むことで、内容
重視の批判的言語教育（Critical Content-
Based Instruction: CCBI）という新しいア
プローチを提示。社会的・慣習的な前提
を問い直し、その維持や変革に能動的に
関与する意識・視点・姿勢・態度の育成
をめざすという言語教育の新たなビジョ
ンを示す意欲作。

言語教育の分野における、文化、コミュニ
ケーション、能力という概念を再考。そ
の問題点を乗り越えるために、「超文化コ
ミュニケーション」という新たなビジョ
ンを示す。

日本語教育における「学習者主体」の提
案者が、ことばと文化の統合をめざした
実践研究を経て、言語文化教育学の思想
にいたるまでの、15編の論文と 5つの【論
点】を収録している。

「実践研究」とは何か、「実践研究」とは
どうあるべきかという根本的な問いを追
究する。理論編と、その理論を基にした
実践編の二部から成る。

日本語教育で質的研究が行われるように
なった背景とその理念、課題と可能性を示
したうえで、さまざまなフィールドで取
り組まれた実践研究の「プロセス」を描く。
質的研究を始める人には必読の書。

地域日本語教室の談話分析から、教室活動
における言語学習観と言語の機能を検討
する。言語学習が人の主体的な生活や生き
方に向かっているかどうかに焦点を当て、
言語学習の意義を問い直す。

『イマ× ココ』は、言語教育における実践
の共有をめざす年刊誌。現場の実践を丸ご
と記し・伝えること、それを共有し、それ
ぞれの眼差しで意味づけることで、実践を
より豊かで多様なものに変えていくこと
ができる、という信念の下に創刊された。
各号、巻頭で特集を組み、4つのカテゴリー
（実践のアイディア・リソース、実践紹介、
実践報告、実践研究）への投稿原稿とコ
ラムを掲載している。

▽日本語教育学の新潮流 14

人の主体性を支える日本語教育
地域日本語教室のアクション・リサーチ
野々口ちとせ 著　3,600円＋税　ISBN 978-4-904595-75-6

言語教育実践 イマ×ココ
現
イマ×ココ

場の実践を記す・実践を伝える・実践から学ぶ

イマ×ココ編集委員会 編
各 1,200円＋税
創刊準備号　ISBN978-4-904595-29-9
創刊号　ISBN978-4-904595-39-8
No.2　ISBN 978-4-904595-51-0
No.3　ISBN 978-4-904595-67-1



くろしお出版　http://www.9640.jp
〒113-0033　東京都文京区本郷3-21-10
tel: 03-5684-3389 fax: 03-5684-4762 mail: kurosio@9640.jp

くろしお出版

「評価」を持って街に出よう
「教えたこと・学んだことの評価」という発想を超えて
◉宇佐美洋［編］　2015年 12月刊行
◉A5判／3,600円＋税／978-4-87424-686-3   

評価価値観の形成と変容や、言語（変種）に対する評価と言語行動など、
言語評価について幅広く研究し、さまざまな視点から考える。

インターカルチュラルコミュニケーションの理論と実践
◉三牧陽子・村岡貴子・義永美央子・西口光一［編］　2016年 3月刊行
◉A5判／3,800円＋税／978-4-87424-687-0     

言語・文化・教育をテーマに、現代社会に必要な言語能力に迫る。言語
現象から国家が関与する問題まで、様々な視点から課題を議論。

「グローバル人材」再考
言語と教育から日本の国際化を考える

◉西山教行・平畑奈美［編著］　2014年 12月刊行
◉A5判／2,700円＋税／978-4-87424-639-9     

近年のグローバル人材育成の方向性に疑問を投げかけ、グローバル人材
と日本語について言語教育の専門家たちが論じた画期的な研究書。

認知的アプローチから見た第二言語習得
日本語の文法習得と教室指導の効果

◉小柳かおる・峯布由紀［著］　2016年 1月刊行
◉A5判／3,700円＋税／978-4-87424-683-2   新刊  

教室における第二言語習得研究の成果をまとめた。教育的介入が学習者
の認知的メカニズムに合致しているのかについて理論的に考察。

対話原理と第二言語の習得と教育
第二言語教育におけるバフチン的アプローチ

◉西口光一［著］　2015年 12月刊行
◉A5判／2,600円＋税／978-4-87424-682-5   新刊  

バフチンの対話原理を本格的に追究し、これまでとは異なる代替的な言
語観とそれに基づく新たな第二言語の習得と教育の原理を提示する。

外国人児童生徒の学びを創る授業実践
「ことばと教科の力」を育む浜松のとりくみ
◉齋藤ひろみ・池上摩希子・近田由紀子［編］　2015年 6月刊行
◉A5判／2,200円＋税／978-4-87424-662-7   新刊  

外国人の子どもたちの学びを育む授業づくりとは？　浜松市での実例を
もとに考える。外国人児童生徒に関わる先生方、必携の一冊。

久保田竜子著作選 1

グローバル化社会と言語教育
クリティカルな視点から

◉久保田竜子［編］　奥田朋世［監訳］　2015年 8月刊行
◉A5判／2,600円＋税／978-4-87424-668-9   新刊  

日本の英語教育と北米の日本語教育に携わる北米在住の応用言語学の専
門家が、クリティカルな視点で行ってきた分析・提言を日本語化。

久保田竜子著作選 2

英語教育と文化・人種・ジェンダー
◉久保田竜子［編］　奥田朋世［監訳］　2015年 8月刊行
◉A5判／2,600円＋税／978-4-87424-669-6   新刊  

英語教育の中で、文化・人種・ジェンダーはいかにイメージ化され、実
践に影響を与えているか。日本の英語教育に示唆を与える必読書。

外国人児童生徒の学びを創る授業実践
「ことばと教科の力」を育む浜松のとりくみ
◉齋藤ひろみ・池上摩希子・近田由紀子［編］　2015年 6月刊行
◉A5判／2,200円＋税／978-4-87424-662-7   新刊  

外国人の子どもたちの学びを育む授業づくりとは？　浜松市での実例を
もとに考える。外国人児童生徒に関わる先生方、必携の一冊。

シャドーイング 日本語を話そう 就職・進学・アルバイト面接編
◉斎藤仁志・深澤道子・酒井理恵子・中村雅子［著］　2016年 2月刊行
◉A5判／1,800円＋税／978-4-87424-677-1    

好評のシリーズ、面接対策編。就職面接から進学、アルバイト、スモー
ルトークまで様々な場面の面接会話を練習できる。

日本語文型辞典　英語版
A Handbook of Japanese Grammar Patterns for Teachers and Learners

◉グループ・ジャマシイ［編著］　砂川有里子・石田プリシラ［翻訳監修］
　2015年 10月刊行
◉A5判／2,800円＋税／978-4-87424-678-8   新刊  

1998 年の刊行以来、日本語教師・日本語学習者のバイブル的な辞典とし
て親しまれてきた日本語文型辞典、待望の英語翻訳版。

リテラシーズ叢書 4

異文化間教育とは何か
グローバル人材育成のために

◉西山教行・細川英雄・大木充［編］
　2015年 10月刊行
◉A5判／2,400円＋税／978-4-87424-673-3   新刊  

日本、フランス、イギリス、カナダの研究
者たちが異文化間（インターカルチャー）教
育の課題と人材育成との関連を明らかにす
る。

リテラシーズ叢書 5

日本語教育学としての 
ライフストーリー
語りを聞き、書くということ

◉三代純平［編］
　2015年 10月刊行
◉A5判／3,000円＋税／978-4-87424-674-0

インタビューをもとに共同で産出される個
人の「ライフストーリー」について、「日本
語教育学」の分野からその研究意義を問う。



       

 

 

 
外国人が病院で自分の病状を説明できる 

 

「いろはにっぽん生活応援パック」の中身 3点セット 

 

「いろはにっぽん生活応援パック」の活用場面 ： 入学時ガイダンス / 来日前の準備段階 など 

海外からの留学生に 
「日本で安心・安全に生活のスタートを切ってほしい」 
とお考えの方へ 

外国人の声からできた多言語生活情報ガイド 

「いろはにっぽん生活応援パック」 
を留学生サポートツールとしてお薦めします 

いろはにっぽん 検索 詳しくは「いろはにっぽん」で検索 

やさしい英語版 中国語(簡体字)版 ポルトガル語版 対応言語 

外国人に「ゼッタイ読んでいてほしい！」 
生活情報を厳選しています 
 

外国人自身が病院で自分の病状を説明でき
るように構成しています 

外国人が必要とする緊急連絡先が一目で分
かるよう一覧にしています 

※上記 3点セットの保管に便利なポリプロピレン製バインダも付属します。 

1言語 1パック 
1,080円(税込) 

「いろはにっぽん生活応援パック」の活用場面 ： 三重県伊賀市役所 / 広島県安芸高田市役所  
                       愛媛県四国中央市 / 千葉県鴨川市役所 
                       全国の日本語教室、国際交流協会 など 

ご質問などは「いろはにっぽん」Webサイトから、お問い合わせください。 
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	 187-8505 1-736 

 

 

Email: contact@alce.jp 


